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要旨 
本論文は，自閉症スペクトラムの子どもにみられる語用障がいの支援に向けて，定型発
達の子どもたちを対象に語用能力と認知・行動発達との関連性を明らかにする基礎的研究
である。就学前の子どもの語用能力の発達を語用能力と認知・行動発達との連関性，また，
事例研究を通して認知発達の変化が語用能力の発達にどのように関わり，個人内で変化し
ていくのかを乳幼児期から幼児期まで明らかにし，最終的に支援に向けての語用能力の発
達モデルの作成を試みた。さらに今後，自閉症スペクトラムの子どもの語用障がいへの支
援を考えていく上で，認知面にどのような支援が必要であるかを考察することを目的とし，
研究を行った。 
第 1章，第 2章では文献的考察により，子どもの語用能力の発達と自閉症スペクトラム
の子どもにみられる語用障がいについて，認知的側面と関連性理論の観点から展望した。
その結果，関連性理論のような理解と産出の関連性から語用能力の基盤となるものを明ら
かにしていくことが必要であり，支援を考えていく上では，語用能力，認知発達，行動発
達の連関性を明らかにすることが必要と考えられた。また，自閉症スペクトラムの子ども
の語用障がいについて展望し，語用障がいの背景とされる「心の理論」「推論」「全体的統
合の弱さ」といった発達と語用障がいとの関連について考察した。Onishi & Baillargeon 
(2005) が 1 歳代の子どもにおいても誤信念課題に通過する能力がみられるのではないか
という指摘から，発達的連続性が考えられ，また，Halliday (1978) の乳幼児の語用の発
達にみられる重層性と重ねてみることでも，心の理論の発達における「発達の連続性」が
注目された。推論言語に関しては，Nicol & Tompkins (2013) が子どもの推論的な発話は
母親の推論言語によって予測されると指摘された一方で，語用論的推論の定型発達の過程
を検討した発達的研究はこれまで少なく (村上，2013) ，これらの観点から検討をするこ
とが必要であると考えられた。さらに Frith (2003,2008) の自閉症スペクトラムの事例に
おける全体的統合の障がいは注目され，多くの指摘がある一方で言語発達や特に語用能力
の発達との関連性については報告が少なく，今後，検討していくことが必要であることが
わかった。Halliday (1978) の会話能力の発達の重層性と大井 (2010) の思春期・青年期
の事例から幼児期からの行動特徴と語用の発達との関連，背景にある「心の理論」の発達，
「弱い全体的統合」との関連性を子どもの思考の発達という点から検討することにより自
閉症スペクトラムの子どもたちのコミュニケーションの発達に向けた有効な支援が明らか
になっていくと考えられた。 
第 3章では，就学前の定型発達児における語用能力とそれに関わる認知・行動発達の連
関性について，Bishop (1998) を参考にした語用障がいの観点とその他の認知，行動発達
に関する質問紙を作成し，保育者の質問紙評価の資料を基に因子分析的検討を行った。そ
の結果，3 歳児から年長児まで語用的な発達の連続性が考えられた。3 歳児では，語用，
見立て・ごっこ遊び，プランニングなど他の機能との関連がみられ，3 歳児の時点では語
用能力は他の機能と相互に関連しながら発達していくと考えられた。4 歳児になると，語
用能力，共同注意や非言語的な要素などが分化する時期と考えられ，年長児になるとさら
に因子が明確化した。異年齢間における因子間の機能連関性については，3 歳児では会話
場面における一方的な発話や同意なしの話題の変更などの語用の特徴を示す項目が集まり，
4 歳児においても 2 項目を除き項目が変化しなかったことから，発達の連続性が示唆され
た。3 歳児では語用と他の行動・認知が因子内に混在していたものが，4 歳児になると共
同注意や非言語的要素などの前言語期のコミュニケーションでみられる行動が分化してい
くことが明らかとなった。 
第 4章では，研究 1において，第 3章の質問紙に新たな項目を加え，質問紙第 2版を作
成し，保育者による質問紙調査から得られた結果を因子分析的検討し，保育場面において
みられる語用能力とその他の認知・行動発達との発達的連関性を明らかにした。また研究
2 では，語用面に困難さを示す事例においての発達の連関性を検討し，幼児期における語
用能力の発達にどのような機能が連関し発達するのかを明らかにすることで，語用面に困
難さを示す子どもへの支援について考察を行った。発達的連関性を明らかにするため，研
究 1 で，異年齢間における因子間の項目の推移について検討した結果，適切な発話交替，
指示代名詞の使用，仮定の理解，表象化は 3歳から 4歳にかけて連関して発達していく連
続性が考えられた。3 歳児から年長児まで数の保存が継続してプランニングと実行機能の
同因子内に含まれ，連関を示しているといえる。着替えやごっこ遊びにおいて，4 歳児か
ら 5歳児で自他の感情理解と同じ因子に含まれ，これらの発達との連関が示唆された。語
用障がいの症状とされる「同意なしの話題変更」は 4歳児では興味との連関が示されたが，
年長児では第Ⅰ因子の語用障がいの症状が集まっている因子に移動し，他の行動発達との
連関性がみられなくなると考えられた。研究 2では，語用面に困難さを示す事例を対象に
保育者の記入によって得られた追跡的資料から，年長児の因子における事例の語用能力と
その他の認知・行動発達を質的に検討した結果，因子ごとの得点の変化から見ると語用の
項目が集まっている第Ⅰ因子において，時系列に沿って得点の上昇がみられ，語用的側面
の発達が考えられた。またプランニング・実行機能の因子において，もっとも得点が低く，
発達途上であることが考えられた。因子間連関から事例の発達をみると，事例は 6歳 5か
月がポイントとなる月齢であり，6 歳 5 か月に不適切な発話，同意なしの話題変更，一方
的な会話，過剰な字義通りの受け取りといった語用面の課題が減少し，同時期に，「系列・
結束性」の身ぶりの使用，物語を流れに沿って話す，話題の維持，ビーズなどの小さいも
のを紐に通すといったことができるように変化しており，系列的に物事を捉える，話すと
いった能力の発達が事例の語用的課題の軽減につながったと考えられた。 
第 5章では，学齢期にあるアスペルガー障がいの事例の語用能力の発達について，遊び
を通しての会話を Bishop (1998) のチェックリストを参考に，①会話の長さとターン数，
②会話の開始者となる頻度，③不適切な会話と無反応の頻度，④会話の前提と計画性，⑤
会話のトピックスに注目し，検討した。事例の語用面の困難さとされるのは「同意なしの
話題変更」「過剰な質問行動」であり，これらがトピック数の増加や会話の開始者となる頻
度を高くしていると考えられた。また，これらがみられていたセッションでは，無反応の
頻度も高くなっていた。会話の前提がみられたセッションでは，会話のターン数も上昇し
ており 1つの話題で会話の持続がみられた。このセッションでは，同じ「もの」を共有し
ながらの会話場面であり，長崎 (2010) がコミュニケーションを「情報伝達」のみでなく，
情報を伝達し「共有された状態となる」という意味で捉え，「共有」という点を重視してい
ることと繋がると考えられる。また事例の背景となる認知的困難さは「全体的統合」との
関連 (Frith,2009) である。これは事例が「会話の計画性」がみられなかったこと，「同じ
話題を繰り返す」という語用的困難さがみられたことからもいえる。 
第 6章では，乳児期の語用能力の発達における認知的基盤について，語用の節目とされ
る 9か月前後の時期に焦点をあて，養育者と事例の行動から視線，情動の共有，共同動作，
ことばと動作との関連づけ，推論的動作，模倣を観点として検討した。結果，視線や情動
的共有については，8 か月の段階でみられ，9 か月時から養育者のことばと動作の関連づ
けがみられはじめた。10 か月では養育者がことばで示すものとの関連づけ，11 か月時は
「バイバイ」や養育者からの問いかけに対する動作での反応がみられていた。また，12か
月時は養育者からの要求に応える行動を示していたことから，物の認識とことばとの一致，
相手の要求，意図の理解ができていると考えられ，綿巻 (2002) のいう「語用の節目は 9
か月」という時期と一致しているといえる。推論的動作に関しては，8 か月，9 か月時に
みられた。この推論的動作には，思考的な側面と他者の意図の読みとりなどが関連してい
ると考えられ，Halliday (1978) はマセティックな側面，つまり思考的側面が語用の個人
的な機能につながると述べていることと推論的動作との関連が考えられる。模倣に関して
は，9か月時に模倣のような動作がみられ，その後，11か月時に模倣が観察された。模倣，
動作的模倣は自閉症スペクトラムの子どもがもつ障がい (Mesibov, et al.，1999) とされて
おり，語用能力との関連が考えられる。模倣は「心の理論」を獲得する前の準備段階にあ
るもので，模倣は語用能力の発達的基盤になりうると考えられた。 
 第 7章では，幼児の推論言語について 4歳後半から 5歳前半の事例を対象に，文字のな
い絵本を用いて，物語を作り表出された発話をHammett,van Kleeck, Huberty (2003) を
参考に分類した。結果，事例 1 はレベル 3～4，事例 2 はレベル 1 であった。事例 1 のレ
ベル 3～4 はストーリーから推論や想起，予測を行ったりする段階，事例 2 のレベル 1 は
ストーリー中のキャラクターなどのラベリングといった段階である。事例 1と事例 2の語
用能力とその他の認知・行動発達については，推論言語が多く表出された事例 1 は，「物
語を流れに沿って話す」「1つの話題が終わるまで続く」などの「系列・結束性」や「プラ
ンニング」に関する「計画を立てて何かを作る」「1日のスケジュールを把握して行動する」
ができており，事例 2はこれらがまれにできることから，系列的に話す，プランニングな
どは推論言語との関連があると考えられた。 
以上の結果から，乳児期から幼児期までの語用能力の発達モデルを試みた。乳児期の視
線や共同注意などの他者と視線の共有や共同的な動作，情動の共有を基盤に，適切な発話
交替や指示代名詞の使用といった語用的能力の基礎へ結びつくのではないかと考えられた。
乳児期から幼児期において，視線，情動の共有や動作模倣，ごっこ遊びなどの他者との共
有，表象の発達などの認知，行動，情動といった機能が語用能力の発達的基盤となり，さ
らにこれらの基盤からプランニングや系列的に情報を処理する力などの獲得につながると
考えられ，それにより語用能力が確立していく。そして，他者とのコミュニケーションが
より充実したものになっていくと考えられる。 
